
体験活動実施中
９月から１０月にかけて、各学年でたくさんの体験活動がありました。子どもたちは体験を通して、たくさ

んの経験を積み、これからを生きる力を蓄えていきます。いくつかの活動の様子を紹介します。どの活動も
お家の方々の協力があって成り立っています。いつもご協力ありがとうございます。

５年生が、９月２５日（木）２６日（金）に秋田県立保呂羽山少年自然の家「ほ

ろわんぱーく」で宿泊研修として自然教室を行いました。

「自然の中で体験し、協力し合って笑顔で楽しもう！」のめあてのもと、プロジ

ェクトアドベンチャーやモルック、キャンドルファイヤー、野外炊飯でのカレー

作りと、たくさんの体験活動にチャレンジしました。日常の生活では得られない

思い出をたくさん作ることができた自然教室でした。

５年生は、９月３０日（火）に、「田植え体験」でお世話になった五平農園の

佐々木さんの協力をいただき、「稲刈り体験」をしました。天気にも恵まれ、充

実した体験活動ができました。

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成
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９月２６日（金）に、１・２年生の校外学習があり、秋田市の大森山動物園へ

行きました。朝からいろいろな動物を見るのを楽しみにしたり、お弁当を楽しみ

にしたり・・・と張り切って出かけました。縦割りでの活動もあり１年生と２年

生で交流しながら楽しむことができました。動物とのふれあい体験もできました。

９月２４日（水）３年生が社会科の学習で、讃岐缶詰工場へ工場見学に行きま

した。缶詰のできる様子を見たり、働いている方々にインタビューをしたりしま

した。教科書で学習したことを実体験することで、学びに深まりや広がりが生ま

れます。３年生の社会科や総合的な学習は、たくさんの体験的な活動が伴います。

目的を意識して意欲的に活動することで学びの深まりを感じることができます。

９月２５日（木）に６年生が大内消

防分署の方々による救急救命講習を受

講しました。簡易的な心肺蘇生トレー

ニングキットを一人一台ずつ使い、心

臓マッサージや AED の使い方など応急手当の方法を学びまし
た。終了時には、一人一人に「修了証」が手渡されました。

大内中学校区３校での取組として、今年度２回のアウトメディ

アチャレンジが実施されています。１回目（6/23 ～ 6/26）２回目
（9/22 ～ 9/25）ともたくさんのご家庭に協力していただき実施す
ることができました。１１月と２月もよろしくお願いします。

お家の方の振り返りより

・メディア使用時間のめあてを意識することで、時間の使い方を工夫しようとしていました。「意識」が必要です。

・夜は家族で過ごして会話を増やしました。

・去年とは違って、読書をしたり、ぬり絵をしたりと自分で計画的にできてよかったと思う。

・本を読む時間が増えたことはよかったと思います。次回からも有効に時間を使いましょう。

・普段より会話が増え、いろいろな話を聞くことができました。

・テレビの時間を減らし、兄弟で遊んだりお部屋の掃除をしたりして工夫していました。

・おばあちゃんのお手伝いで外にいることも多くてよかったです。

・外で遊んだり、お友達と遊んだりする時間を作ることができてよかったね。

・「なんとなく」見ていたテレビ。その時間を親子共に有効活用できてよい機会となりました。

昨年度、前期と後期に１回ずつ行っていた「教育活動に関するアンケート」ですが、実施時期（９月と１２月）が近い

ため、今年度より、年１回の実施とさせていただきます。なお、学校へのご意見・ご要望等がある場合は、随時、伺います

ので、電話や連絡帳等でお知らせください。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。


